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本 日 の 内 容

1. 第10回 科学技術予測調査の概要
2. 調査結果 環境・資源・エネルギー
分野の技術予測、シナリオ

参考
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海外：ロシア、スウェーデン、中国

海外：EU、APEC、英国、ドイツ、韓国

重点化
トップダウンによる
意思決定・重点化
科学技術政策と
予測調査のリンク

海外 韓国外：EU APEC 英国 ドイツ外 EU APEC 英英国国 ドイイイドイツツツ

移行期
網羅的な科学技術
政策と予測調査の
リンク

キャッチアップ段階
ボトムアップによる
意思決定
セクター間の合意
形成

1970-80
年代

1990
年代

2000-

1971 第１～６回技術予測調査
～1997

2001 第７回技術予測調査

2005 科学技術の中長期発展に係る
俯瞰的予測調査（第８回）

デルファイ

デルファイ

科学技術基本法

第１期科学技術基本計画

第２期科学技術基本計画

第３期科学技術基本計画

1995

1996-2000

2001-2005

2006-2010

第４期科学技術基本計画
2011-2015 2010 将来社会を支える科学技術の

予測調査（第９回）

デルファイ シナリオ ニーズ調査

デルファイ シナリオ 地域予測

急速発展領域調査

課題解決型、バックキャ
スト型へのシフト

イノベーション25

ニーズ調査

課
題
解
決
型
に
シ
フ
ト

日本は科学技術予測のパイオニア
世界の標準的手法として各国が採用

2010-

夢ビジョン2020

第５期科学技術基本計画
2016-2020 2015 科学技術予測調査（第10回）

分野別科学技術予測
シナリオ将来ビジョン

科学技術イノベーション
政策の一体化

2015-

科学技術政策のフレームと予測調査の変遷・進化

画画画画画画画画画画
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第10回 科学技術予測調査の概要

 経緯
 我が国では、科学技術の中長期発展を展望する大規模な「科学技術予測調査」を
1971年から約５年毎に実施。第５回調査（1992年）から、科学技術・学術政策研
究所が実施主体

 2013年より、10回目に当たる「科学技術予測調査」を実施。2030年を中心とし、
2050年までの科学技術発展と社会実装を展望

 調査の概要
 科学技術イノベーション政策戦略の議
論に資することを目的として、ビジョン実
現に向けた科学技術の発展について
検討

 社会の視点からの「将来社会ビジョンに
関する検討」（パート1）、及び
科学技術の視点からの「分野別科学
技術予測」（パート2）を実施。

 検討結果を統合し、将来社会におけ
る課題の抽出と解決の方向性、戦略
事例について検討。（パート3）

パート１：
ビジョン

パート3：
シナリオ

2013年11月～2014年3月
将来社会ビジョンに関する検討（ビジョン調査）
多様な参加者によるワークショップ
将来社会の構造化、ビジョン実現のための科学
技術の役割検討

2014年11月～2015年7月
シナリオ作成
（国際的視点からのシナリオプランニング）
将来課題の抽出と解決の方向性の検討
テーマ別シナリオ、統合シナリオの作成

パート2：
科学技術

2014年4月～2014年10月
将来科学技術の抽出と評価
（分野別科学技術予測～デルファイ調査）
将来の実現が期待される科学技術の抽出
科学技術の重要性、国際競争力等の専門的
見解収集

44

パート１：
ビジョン

パート3：
シナリオ

2013年11月～2014年3月
将来社会ビジョンに関する検討（ビジョン調査）
多様な参加者によるワークショップ
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（国際的視点からのシナリオプランニング）
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パート2：
科学技術

2014年4月～2014年10月
将来科学技術の抽出と評価
（分野別科学技術予測～デルファイ調査）
将来の実現が期待される科学技術の抽出
科学技術の重要性、国際競争力等の専門的
見解収集
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パート１．将来社会ビジョンに関する検討

 2050年までの将来社会に関してテーマごとにワークショップを開催し、変化の構造化
と評価を実施。想定される変化への対応策（打ち手）を検討。
 グローバル化の視点から 「世界の中の日本」
 ネットワーク化の視点から 「コネクト化・オープン化」
 人の分布の視点から 「人口構成」、「都市・地域・コミュニティ」
 産業の強みの視点から 「製造業のサービス化」、「知識社会」、「食」

世界の中の日本

人口構成

都市・地域・
コミュニティ

知識社会・
サービス化

食（農水産業、食品
加工、高付加価値）

都市 地域

人の分布・偏在の拡大
年齢構成の偏在：人口動態
空間的偏在：都市・地域

産業構造・強みの変化
昇華型：知識産業の彼方へ

回帰還元型：次世代農林水産業

知識成

世界の中の日本
コネクト化

ネットワーク化した社会が引き起こす
新しい可能性・不安定性

5
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科学技術・学術政策研究所

⑧サービス化社会

① ICT・アナリティクス

②健康・医療・生命科学

③農林水産・食品・ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

④ 宇宙・海洋・地球・科学基盤

⑤環境・資源・エネルギー

⑥マテリアル・デバイス・プロセス

⑦社会基盤

各分野の専門家

Webアンケート
への回答

学会・協会等 専門家集団
協力要請

分野別委員会

パート２．将来科学技術の抽出と評価

 科学技術の中長期的発展（2050年まで）の方向性について、専門家の見解を収集・分析
 調査対象とする分野別に委員会を設置、将来社会ビジョン（パート1）の議論を考慮し、将来の
経済社会あるいは科学技術発展に大きなインパクトをもたらす潜在可能性の高い科学技術を
「科学技術トピック」として設定（8分野、932件）

 関連学協会等の協力を得て、トピックの研究開発特性や実現見通し等に関するアンケートを
Webベースで実施、4309名が回答

科学技術
トピック

（932件）

評価
重要度
国際競争力
不確実性
非連続性
実現可能性
重点施策

回答者：4309名

2014年9月
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環境・資源・エネルギー分野の枠組み検討

第8回調査での領域名 第9回調査での区分名 枠組み 第第10回調査の細目名

化石資源のクリーン利用技術 化石エネルギー

核融合エネルギー 核融合エネルギー

革新的原子力システム 原子力エネルギー

再生可能エネルギー 再生可能エネルギー

分散型エネルギーシステム エネルギーマネジメント

エネルギー変換・利用の効率化 省エネルギー

水素エネルギーシステム 水素

エネルギー変換・利用の効率化 太陽利用、宇宙放射線

エネルギー変換・利用の効率化 低炭素エネルギー貯蔵

エネルギー変換・利用の効率化 低炭素型移動体

燃料電池 燃料電池

エネルギー変換・利用の効率化 エネルギー輸送 転換

エネルギー変換・利用の効率化 炭化水素資源、鉱物資源およびCCS

再生可能エネルギー 農林水産資源（森林保全、バイオハザード等含む）

エネルギー変換・利用の効率化 未利用資源

エネルギー変換・利用の効率化 その他、技術開発における評価ツール等

資源再利用 環境・再生資源・リサイクル・LCA

資源アセスメント 資源基盤技術、資源に関わる融合領域、人材育成

エネルギー変換・利用の効率化 低炭素製造技術・コプロダクション

水資源 水資源 水 ⑥水
地球レベルの環境（温暖化を中心とする） 【対策技術系】温暖化の評価と対策技術

地球レベルの環境（温暖化を中心とする） 【メカニズム・基礎系】環境モニタリング（地上観測を含む）

エネルギー変換・利用の効率化 【対策技術系】都市廃棄物極小化技術／環境保全型物質循環技術／省資源・省エネルギー製品

資源再利用 【対策技術系】大気・水・土壌環境の汚染防止／循環型水資源利用技術

環境経済指標 【社会系】環境経済政策／環境経済評価／環境経済指標／環境経営手法 環境経済

地球レベルの環境（温暖化を中心とする） 【メカニズム・基礎系】環境評価・環境予測・環境シミュレーション技術 環境予測

ライフスタイルと環境 【社会系】ライフスタイルと環境（環境倫理を含む） ライフスタイル

都市レベルの環境（空間・計画・居住） 【対策技術系】都市・農村環境（地域環境保全） 地域づくり

生態影響の解明と対策（土壌、水を含む）
を中心とした領域

【対策技術系】生態系・ランドスケープ／生物種・ハビタット／遺伝子の各レベルにおける多様性保全・
復元・評価及び政策／野生生物との共存手法

生物
多様性

環境災害 【社会系】環境リスク評価／リスク管理／リスクコミュニケーション
リスク

マネジメント ⑪ リスクマネジメント

供給 ① エネルギー生産

利用 ②エネルギー消費

利用

    変換・貯蔵・輸送

環境
保全 ⑧ 環境保全

⑨ 環境解析・予測

⑩ 環境創成

資源 ④資源

リユース ⑤ リユース・リサイクル

地球
温暖化
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